
 

 

 

 

 

二胡の調べと 

朗読の集い 
 

富松良夫（1903〜1954） 

都城市を拠点に活動した詩人・作詞家で

す。幼少期に脊椎カリエスにかかりながら

も、独学で文学や美術、宗教を修めまし

た。文芸誌『龍舌蘭』を創刊し、地域の若

者や文化を牽引。画家・瑛九との親交で

も知られ、「都城市歌」や数々の校歌も作

詞するなど、郷土の文化発展に大きく貢

献しました。 

ようこそ富松良夫ワールドへ 

2026年 
8 月9 日（日） 
14:00～15:30 

場所：都城市立図書館 

１階ホール 
二胡演奏奏者：YOKO 

都城市出身。二胡教室を主宰。 

プログラム 

・詩の朗読 

コスモス/秋の日/消息/亀の如く/坂路/現身/

秋と霧島 他 

・妻ヶ丘中学校卒業生による斉唱 

・富松良夫について 

・二胡演奏 

糸/リベルタンゴ/見上げてごらん夜の星を 他 

主催：富松良夫顕彰会 

問い合わせ

090-3199-1825 

協力：都城市立図書館 

予約不要 

入場無料 

フト気ヅクト ワタシノ現身ヲ  

風ノヤウニ時間ガナガレテ ヰルコトガアル 


